
●
次
は
原
職
奪
還
＝
職
場
復
帰
だ

傍
聴
席
に
入
り
切
れ
ず
廊
下
に
ま
で
あ
ふ

れ
た
高
裁
８
２
２
号
法
廷
で
、
江
見
裁
判
長

が
「
主
文
、
原
判
決
を
取
り
消
す
」
と
告
げ

た
。
原
告
全
員
の
処
分
の
取
り
消
し
だ
。
原

告
と
弁
護
団
、
全
逓
組
合
員
、
支
援
者
ら
が

肩
を
た
た
き
合
い
、
沸
き
立
っ
た
。
原
告
ら

は
「
闘
い
続
け
て
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
喜

び
を
語
り
、
勝
利
を
確
か
め
合
う
握
手
、
握

手
。
原
職
奪
還
＝
職
場
復
帰
を
誓
い
合
っ
た
。

当
時
の
郵
政
省
に
よ
る
マ
ル
生
（
生
産
性

向
上
運
動
）
攻
撃
＝
全
逓
破
壊
攻
撃
に
対
し
、

全
逓
組
合
員
は
本
部
の
指
令
の
も
と
78
年
暮

れ
か
ら
79
年
初
め
に
か
け
て
年
賀
状
の
集
配

業
務
な
ど
を
止
め
る
「
ブ
ツ
だ
め
」
闘
争
で

反
撃
し
た
。
郵
政
当
局
は
、
現
場
の
組
合
員

を
中
心
に
58
人
を
懲
戒
免
職
（
55
人
が
東
京

郵
政
局
管
内
）
、
３
人
を
解
雇
に
し
、
全
国

で
８
千
人
余
り
懲
戒
処
分
を
下
し
た
。

被
免
職
者
ら
は
全
逓
本
部
の
方
針
で
処
分
取
り

消
し
を
求
め
る
訴
訟
を
起
こ
し
た
が
、
91
年
に
連

合
全
逓
中
央
が
反
処
分
闘
争
方
針
を
投
げ
捨
て
て

訴
訟
を
取
り
下
げ
さ
せ
、
組
合
員
資
格
も
奪
っ
た
。

こ
れ
に
抗
し
、
全
国
の
闘
う
全
逓
組
合
員
ら
の
支

援
で
新
た
な
訴
訟
を
再
開
し
、
組
合
員
資
格
を
回
復

す
る
と
と
も
に
、
裁
判
闘
争
と
現
場
の
闘
い
を
結
合

し
て
闘
っ
て
き
た
。

一
審
・
東
京
地
裁
は
02
年
３
月
、
「
処
分
は
裁
量

権
の
範
囲
内
」
と
す
る
反
動
判
決
を
下
し
た
。
そ
れ

は
、
全
逓
労
働
者
が
労
働
組
合
と
し
て
団
結
し
、
不

当
労
働
行
為
に
対
し
て
争
議
を
闘
っ
た
こ
と
を
否
定

し
て
、
原
告
ら
の
闘
い
を
「
非
違
行
為
」
と
の
の
し

り
、
個
人
個
人
の
行
為
を
処
分
の
対
象
と
し
た
こ
と

に
承
認
を
与
え
た
の
だ
。
憲
法
28
条
の
団
結
権
の
否

定
で
あ
る
。

●
労
働
者
の
団
結
権
め
ぐ
る
勝
利

こ
れ
に
対
し
て
今
回
の
高
裁
判
決
は
、
78
越
年
闘

争
が
「
全
逓
の
意
思
決
定
の
下
、
多
数
の
組
合
員
が

参
加
し
て
実
施
さ
れ
た
」
と
認
定
し
、
「
争
議
行
為

を
実
施
し
た
組
合
員
に
課
さ
れ
う
る
懲
戒
処
分
の
選

択
」
と
し
て
は
「
裁
量
権
の
行
使
を
誤
っ
た
重
大
明

白
な
瑕
疵
（
か
し
）
が
あ
り
」
、
「
取
消
し
」
「
無

効
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
ま
っ
た
く
不
当
に
も

「
公
労
法
で
禁
止
さ
れ
た
違
法
な
争
議
行
為
」
と
し

な
が
ら
も
、
特
に
、
被
免
職
者
ら
が
組
合
の
指
示
に

「
忠
実
に
」
従
っ
た
末
端
の
組
合
員
で
あ
り
、
役
員

で
は
な
い
こ
と
を
重
視
し
た
。

こ
の
逆
転
勝
利
判
決
は
、
イ
ラ
ク
侵
略
戦
争
と
有

事
法
成
立
、
改
憲
攻
撃
の
も
と
で
激
化
す
る
労
働
組

合
つ
ぶ
し
、
団
結
権
・
争
議
権
の
破
壊
―
労
組
法
解

体
攻
撃
に
抗
し

て
か
ち
と
ら
れ

た
。
被
免
職
者

を
始
め
と
す
る

全
逓
労
働
者
の

不
屈
の
闘
い
の

勝
利
で
あ
り
、

３
・
20
国
際
反

戦
共
同
行
動
や

動
労
千
葉
の
04

春
闘
、
教
育
労

働
者
の
決
起
な

ど
、
労
働
運
動

の
地
殻
変
動
的

な
高
揚
と
一
体

の
も
の
だ
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ

採
用
差
別
事
件

の
98
年
５
・
28
反
動
判
決
以
来
の
労
働
裁
判
の
反
動

化
、
特
に
東
京
高
裁
で
の
反
動
判
決
が
相
次
ぐ
中
で

の
勝
利
判
決
で
あ
る
。
江
見
裁
判
長
は
、
国
鉄
改
革

法
を
つ
く
っ
た
張
本
人
の
一
人
だ
が
、
被
免
職
者
と

弁
護
団
が
一
体
と
な
っ
た
不
屈
の
闘
い
の
前
に
、
労

働
基
本
権
―
団
結
権
を
全
面
否
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
国
鉄
１
０
４
７
名
闘
争
を
始
め
、
全
国

で
争
議
を
闘
う
労
組
に
と
っ
て
も
画
期
的
な
意
味
を

持
っ
て
い
る
。

こ
の
判
決
を
も
ぎ
取
っ
た
全
逓
労
働
者
の
闘
い
は
、

Ｊ
Ｐ
Ｕ
（
日
本
郵
政
公
社
労
組
）
に
名
称
変
更
し
た

全
逓
大
会
の
直
後
に
、
こ
の
中
央
本
部
の
路
線
転
換

の
反
労
働
者
性
を
痛
烈
に
暴
く
も
の
と
な
っ
た
。
小

泉
―
奥
田
―
生
田
路
線
に
よ
る
郵
政
民
営
化
攻
撃
を

粉
砕
す
る
快
進
撃
の
号
砲
だ
。
今
こ
そ
連
合
全
逓
＝

Ｊ
Ｐ
Ｕ
中
央
を
打
倒
し
、
全
逓
労
働
運
動
の
階
級
的

再
生
へ
突
き
進
も
う
！

郵
政
公
社
・
生
田
総
裁
は

上
告
せ
ず
、
判
決
に
従
い
、
直
ち
に
被
免
職
者
を
職

場
に
戻
せ
！

６
月
30
日
、
東
京
高
裁
・
江
見
弘
武
裁
判
長
は
、
全
逓
の
78
年
越
年
反
マ
ル
生
闘
争
に
対
す
る
79
年
４
・

28
懲
戒
免
職
処
分
の
取
り
消
し
を
求
め
た
訴
訟
の
控
訴
審
で
、
東
京
地
裁
反
動
判
決
を
取
り
消
し
、
７
人
の

懲
戒
免
職
処
分
を
取
り
消
す
逆
転
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
全
逓
労
働
運
動
史
上
、
い
や
日
本
労
働
運
動
史
上
、

歴
史
的
な
全
面
勝
利
が
か
ち
と
ら
れ
た
。
処
分
か
ら
25
年
、
被
免
職
者
・
現
場
組
合
員
・
支
援
が
一
体
と
な
っ

た
不
屈
の
闘
い
が
、
画
期
的
勝
利
を
こ
じ
開
け
た
。
07
年
民
営
化
へ
突
っ
走
ろ
う
と
す
る
郵
政
公
社
を
足
元

か
ら
揺
る
が
し
て
い
る
。
４
・
28
闘
争
を
裏
切
り
、
被
免
職
者
を
切
り
捨
て
て
き
た
、
全
逓
中
央
本
部
の
不

正
義
と
破
産
は
鮮
明
に
な
っ
た
。
郵
政
民
営
化
を
狙
う
小
泉
―
奥
田
―
生
田
路
線
を
痛
打
す
る
、
大
勝
利
だ
。

こ
こ
を
転
換
点
と
し
て
、
今
こ
そ
労
働
者
の
総
反
撃
に
打
っ
て
出
よ
う
。

全
逓
４
・
28

反
処
分
裁
判

高
裁
で
逆
転
勝
利
判
決

全
員
の
懲
戒
免
職
取
り
消
し

４
・
28
闘
争
裏
切
る
中
央
本
部
の
不
正
義
が
鮮
明
に
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今
こ
そ
闘
う
労
働
運
動
再
生
へ
総
決
起
の
と
き



●
殺
人
的
合
理
化
に
怒
り
が
噴
出

連
続
深
夜
勤
は
た
だ
ち
に
廃
止
せ
よ

12
時
間
拘
束
・
10
時
間
労
働
絶
対
反
対

大
会
で
は
、
石
川
委
員
長
が
「
小
泉
首
相
の

民
営
化
あ
り
き
の
議
論
が
先
行
す
る
政
治
手
法

に
は
怒
り
を
禁
じ
得
な
い
」
な
ど
と
言
い
つ
つ
、

「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
具
体
的
な
姿
や
、
組
織

の
あ
り
方
」
な
ど
が
示
さ
れ
れ
ば
民
営
化
賛
成

で
あ
る
こ
と
を
鮮
明
に
し
た
。
そ
し
て
「
民
間

的
経
営
手
法
」
を
進
め
る
生
田
ら
の
「
経
営
努

力
を
高
く
評
価
す
る
」
と
賛
美
し
、
首
切
り
施

策
を
「
労
使
共
同
作
業
」
で
進
め
る
こ
と
を
宣

言
し
た
。

連
合
会
長
・
笹
森
は
「
全
郵
政
と
の
統
一
」

を
求
め
、
公
社
総
裁
・
生
田
は
「
経
営
形
態
は

政
治
が
決
め
る
こ
と
。
し
か

し
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

（
大
量
首
切
り
攻
撃
！
）
さ

え
達
成
す
れ
ば
心
配
な
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

だ
が
討
論
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
代
議
員
が
本
部
方
針
へ

の
現
場
組
合
員
の
怒
り
に
触

れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

「
ト
ヨ
タ
方
式
（
Ｊ
Ｐ
Ｓ
）

に
よ
る
立
ち
作
業
の
見
直
し

を
求
め
る
」
「
名
称
変
更
は

一
考
せ
よ
」
「
ボ
ー
ナ
ス
の

事
業
別
支
給
は
絶
対
反
対
」

「
連
続
深
夜
勤
の
間
の
睡
眠

時
間
が
４
時
間
し
か
と
れ
な

い
」
「
職
員
の
悲
鳴
が
上
が
っ

て
い
る
。
こ
れ
が
（
未
来
づ

く
り
宣
言
の
）
『
ピ
ー
プ
ル

フ
ァ
ー
ス
ト
（
人
間
第
一
）
』

か
」
「
輸
送
部
門
は
去
る
も

地
獄
、
残
る
も
地
獄
だ
」

「
集
配
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
慎

重
に
」
な
ど
。
自
衛
隊
の
多

国
籍
軍
参
加
に
つ
い
て
本
部
は
「
反
対
」
と
言

う
が
、
「
本
部
の
姿
勢
は
弱
す
ぎ
る
」
と
の
意

見
も
出
さ
れ
た
。

本
部
答
弁
に
は
激
し
い
ヤ
ジ
が
浴
び
せ
ら
れ

た
。
役
員
選
挙
で
は
、
菰
田
（
こ
も
た
）
委
員

長
に
64
、
難
波
書
記
長
に
78
と
、
前
回
の
役
選

の
56
回
大
会
よ
り
多
い
不
信
任
票
が
た
た
き
つ

け
ら
れ
た
。

●
「
雇
用
確
保
」
は
大
ペ
テ
ン
だ
！

郵
便
内
務
外
注
化
と
人
材
活
用
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
国
鉄
型
大
量
首
切
り
を
許
す
な

大
会
直
前
に
、
全
逓
中
央
が
ひ
た
隠
し
に
し

て
い
た
大
合
理
化
計
画
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

郵
政
公
社
郵
便
事
業
本
部
が
「
真
っ
向
サ
ー
ビ

ス
の
実
現
」
と
称
し
て
、
郵
便
外
務
の
「
集
配

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
高
度
化
」
（
10
時
間
労
働
＝

拘
束
11
〜
12
時
間
の
導
入
）
だ
け
で
な
く
、
郵

便
内
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
外
部
委
託
）

や
「
人
材
活
用
セ
ン
タ
ー
構
想
」
を
提
示
し
て

い
た
の
だ
。

こ
れ
は
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
向
け
て
国

鉄
労
働
者
の
採
用
差
別
＝
首
切
り
の
た
め
に
設

置
さ
れ
た
「
人
材
活
用
セ
ン
タ
ー
」
と
名
前
ま

で
同
じ
だ
。
国
鉄
分
割
・
民
営
化
型
の
大
量
首

切
り
を
狙
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
中
央

本
部
の
言
う
「
雇
用
確
保
」
は
大
う
そ
だ
。

●
集
配
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
高
度
化
と
は

殺
人
的
な
労
働
強
化
と
大
量
首
切
り

旭
川
大
会
で
、
公
社
か
ら
提
案
さ
れ
た
「
１

ネ
ッ
ト
」
「
２
ネ
ッ
ト
」
「
配
達
デ
ポ
」
な
ど

「
集
配
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
高
度
化
」
に
つ
い
て

「
本
部
一
任
」
を
強
行
し
た
。
そ
の
先
に
は
、

郵
便
内
務
の
外
注
化
と
人
材
活
用
セ
ン
タ
ー
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
「
本
部
一
任
」
の
名

の
も
と
に
、
こ
れ
ら
を
一
体
で
一
挙
に
お
し
す

す
め
よ
う
と
し
て
い
る
中
央
本
部
の
策
動
を
絶

対
に
許
し
て
は
な
ら
な
い
。
支
部
大
会
、
地
方

大
会
で
、
断
固
「
本
部
一
任
」
を
否
決
し
、
現

場
か
ら
反
撃
の
闘
い
を
ま
き
お
こ
そ
う
。

●
４
・
28
逆
転
勝
利
判
決
を
突
破
口
に

郵
政
民
営
化
阻
止
・
小
泉
打
倒
へ

今
や
郵
政
民
営
化
と
は
、
本
部
の
ペ
テ
ン
と

は
裏
腹
に
、
国
鉄
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
型
の
攻
撃
を
も
上

回
る
、
殺
人
的
な
労
働
強
化
と
そ
れ
に
よ
る
人

員
削
減
＝
首
切
り
の
攻
撃
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
と
な
っ
た
。
ま
さ
に
全
逓
労
働
者
の
闘
い
こ

そ
、
小
泉
－
奥
田
路
線
と
真
っ
向
か
ら
激
突
す

る
階
級
決
戦
の
柱
で
あ
る
。

小
泉
―
奥
田
路
線
の
「
外
へ
向
か
っ
て
の
侵

略
戦
争
と
内
へ
向
か
っ
て
の
階
級
戦
争
」
と
は
、

同
時
に
帝
国
主
義
の
危
機
の
現
れ
で
あ
る
。
こ

の
時
代
認
識
を
鮮
明
に
し
、
開
始
さ
れ
た
労
働

者
階
級
の
反
転
攻
勢
を
一
層
拡
大
す
れ
ば
、
小

泉
政
権
も
ろ
と
も
郵
政
民
営
化
攻
撃
を
粉
砕
で

き
る
。

今
、
有
事
関
連
10
法
や
年
金
大
改
悪
の
強
行

の
上
に
参
院
選
に
入
る
中
で
、
多
国
籍
軍
参
加
、

改
憲
攻
撃
に
突
き
進
む
超
反
動
小
泉
政
権
と
対

決
し
、
郵
政
民
営
化
攻
撃
に
総
反
撃
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
侵
略
戦
争
へ
の

労
働
者
階
級
の
怒
り
を
た
た
き
つ
け
る
こ
と
が

決
定
的
に
重
要
だ
。

い
く
ら
全
逓
の
名
称
を
変
更
し
、
「
未
来
づ

く
り
宣
言
」
を
強
行
し
、
全
逓
を
解
体
し
よ
う

と
し
て
も
、
現
場
か
ら
階
級
的
労
働
運
動
を
再

生
さ
せ
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
可
能
だ
。
４
・

28
逆
転
勝
利
判
決
は
、
中
央
本
部
の
裏
切
り
の

数
々
の
不
正
義
を
暴
き
、
不
屈
に
闘
う
者
こ
そ

が
勝
利
す
る
こ
と
を
示
し
た
。
階
級
的
全
逓
労

働
運
動
の
再
生
は
、
ま
さ
に
こ
こ
か
ら
始
ま
る

の
で
あ
る
。
中
央
本
部
・
菰
田
－
難
波
体
制
を

打
倒
し
よ
う
。

６
月
23
〜
25
日
、
北
海
道
・
旭
川
で
開
か
れ
た
全
逓
第
59
回
全
国
大
会
で
、
連
合
全
逓
中
央

は
、
大
会
冒
頭
に
Ｊ
Ｐ
Ｕ
（
日
本
郵
政
公
社
労
働
組
合
）
へ
名
称
変
更
し
、
「
Ｊ
Ｐ
Ｕ
結
成
大

会
」
を
強
行
し
た
。
そ
れ
は
、
単
な
る
名
称
変
更
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
日
帝
・
小
泉
―
奥
田
―

生
田
（
郵
政
公
社
総
裁
）
路
線
に
よ
る
郵
政
民
営
化
攻
撃
へ
の
全
面
屈
服
で
あ
り
、
戦
後
労
働

運
動
の
戦
闘
的
一
翼
を
担
っ
て
き
た
全
逓
を
名
実
と
も
に
解
体
し
て
、
「
未
来
づ
く
り
宣
言
」

を
も
っ
て
帝
国
主
義
的
労
働
運
動
へ
の
一
層
の
転
落
を
進
め
る
も
の
だ
。

【全逓解体を許すな！本部方針を否決しよう！と訴えシュプレヒコール（６月２３日旭

川大会会場）】


